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実は私も培養細胞やラットやマウスを相手に基礎医
学の実験をやっていたことがある。研修に出た病院で
臨床を学ぶ日々を過ごしたのちに、医局からの命令で
大学病院に呼び戻された時のことである。もう15年近
く前の話になろうか。正直、基礎実験には強い興味が
あるわけでもなく、どのようなものかも全く分からな
かったし、ある意味強制的に大学での研究を行うよう
にさせられたというきらいもないわけではなかった。
何はともあれ、カテーテル中心の生活から大幅に転換
して、ピペットとピンセットを武器とした研究生活に
飛び込むことになった。

冠動脈形成術後には、治療した部分が再び狭窄して
しまう再狭窄と呼ばれる現象が生じることが知られて
いる。再狭窄が起きると狭心症が再発するので、臨床
的にも非常に問題となっていた、いや、正確に言うと
今でもかなり大きな問題である。基礎の実験でこの再
狭窄をいかにコントロールするかと言うのを研究する
ことを考えた。再狭窄の中心となる病態は血管平滑筋
細胞の増殖であると考えられていたので、細胞周期の
コントロールによる増殖の抑制や、あるいは当時の流
行であったアポトーシス誘導などで再狭窄を抑制する
というちょっと無謀な目標を立てた。

まずは in vitro の実験である。使用する細胞の選択
から始まって何の薬剤を振りかけるか、どんな遺伝子
が動いてどこの系を抑えれば薬剤の効果が表れるかあ
るいは減弱するかなど、一見すると単純そうな実験一
つにしてもかなり事前の準備と計画が重要であること
が初めて理解された。ネガティブコントロール、ポジ
ティブコントロール、用量依存性、さまざまな実験計
画を周到に用意しないとことごとく無駄な実験とな

る。タイムコースも重要な要素なので、実験開始時間
をうまく準備しないと８時間後や12時間後の検体採取
は真夜中や早朝になってしまうこともあり、基礎実験
も結構体力を消費した。

次には、vitro の結果をもとに vivo の実験を考える
ことになる。ここでも、どの動物を用いてどの実験モ
デルで結果を出すのか、また、結果が出たとしてその
実験モデルはヒトでいうところのどの病態に一番近い
モデルなのかなどをあらかじめ考察しておかないとい
けないということも勉強した。論文で見る図や表の一
つにいかに多くの労力がかかっているかということが
ようやく理解されるようになった。また、さらには実
験の結果を出すだけでなく、論理的に一番重要な部分
を示すことと、自分の結果をサポートするような別の
結果を持ってくることなどを行うことが要求された。
他人を説得するプレゼンテーションを行うことも必要
とされていることがようやく理解されるようになった。

で、肝心の実験で、目標であった再狭窄のコント
ロールはできたのであろうか？ vivo の実験まで来た
のである程度のところまでは到達していたのでは？さ
て、実はその研究をやっている時に、アメリカとヨー
ロッパで薬剤溶出型ステント（Drug-eluting stent : 
DES）が実用化されると聞きつけた。これは急がねば
と基礎実験データは引き継いで、私自身は DES の臨
床データの研究目的にアメリカに渡ることを決意した
のだった。結局、基礎医学者としては良い仕事はでき
なかったことになる。しかし、DES の出現により再
狭窄を臨床的にかなり抑制することが可能になり、再
狭窄抑制に対する基礎医学側の興味が急速に薄れて
いったことを見ると、あのまま日本で研究を続けても
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どうなったことか分からず、この転身も悪くなかった
のかという気もしている。

ヒトを対象とするがゆえに常に慎重でなければなら
ない臨床に対し、大胆に新たな試みができるのは基礎
医学の楽しみの一つである。少しさびしい気もする
が、今は自分で基礎実験に参加あるいは計画したりす

ることはかなり少なくなった。しかし、そこから学ん
だ物の見方や考えかたは、科学的な考察を行うという
点において無駄にはなっていないはずだと感じてい
る。最初は少し無理やりではあったが基礎の世界を勉
強させていただいた諸先輩方に今となっては感謝して
いる。

研 究 の 成 果

総合医学１

■ 消化器科	

［学会、講演会、研究会］（2010年12月～2011年２
月）
＊第91回日本消化器内視鏡学会関東地方会（2010.12.10）

東京
１）福西昌徳，宮谷博幸，和田英則，吉川修平，上

原健志，池谷敬，池田正俊，東海浩一，牛丸信
也，松本吏弘，浅野岳晴，高松徹，岩城孝明，鷺
原規喜，浅部伸一，吉田行雄：内視鏡的食道バ
ルーン拡張術および H.Pylori 除菌により治癒し
得 た Plummer-Vinson 症 候 群 の １ 例．Progress 
of. Digestive Endoscopy 2010; 77:80．

＊第587回日本内科学会関東地方会（2011.2.12）東京
２）岩井悠希，浅野岳晴，牛丸信也，浅部伸一，鷺原

規喜，宮谷博幸，吉田行雄：DLST２剤陽性とな
り，黄疸の遷延した薬剤性肝障害の１例．第587
回日本内科学会関東地方会抄録2011：41．

［原著その他論文］（2010年12月～2011年２月）
１）上原健志，松本吏弘，宮谷博幸，新藤雄司，浦

吉俊輔，山中健一，樋口祐介，池田正俊，東海
浩一，牛丸信也，浅野岳晴，高松徹，福西昌徳，
岩城孝明，鷺原規喜，吉田行雄．経直腸 EUS-
FNA が診断に有用であった小腸 GIST の１例．
Progress of Digestive Endoscopy 2010; 77:110-
111．

２）東海浩一，宮谷博幸，新藤雄司，上原健志，池谷
敬，池田正俊，牛丸信也，浅野岳晴，松本吏弘，
高松徹，福西昌徳，岩城孝明，鷺原規喜，吉田行
雄，小西文雄．当院における直腸カルチノイド
13症例の検討．Progress of Digestive Endoscopy  
2010; 77:54-55.

［その他］（2010年12月～2011年２月）
１）第６回彩の国消化器談話会（2010.12.1）さいたま

市，ラフレさいたま
　　宮谷博幸「興味ある画像を呈した消化器疾患③」
２）ESD フォーラム（2011.1.12）さいたま市，パレス

ホテル
　　東海浩一「トンネル法を用いた食道 ESD」
３）第35回埼玉大腸疾患研究会（2011.2.5）さいたま

市，大宮法科大学院
大竹はるか，他：症例提示　診断困難であった大
腸狭窄症の１例．

４）第４回埼玉県東部治療内視鏡検討会（2011.2.9）さ
いたま市，ラフレさいたま

　　松本吏弘：症例提示　十二指腸カルチノイド
５）IBD 治療研究会（2011.2.23）さいたま市，ソニッ

クシティ大宮
鷺原規喜，他：症例検討　当院における UC の症
例
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平成23年１月～ 23年６月
学会参加
１）日本環境感染学会　2011/02/18-19　横浜
２）日本内科学会　2011/04/15-17　東京
３）日本呼吸器学会　2011/04/22-24　東京
４）日本肺癌学会　2010/11/3，4　広島
５）日本アレルギー学会春季大会　2011/05/14-15　

東京
６）日本結核学会　2011/06/02-03　東京
７）日本化学療法学会　2011/06/23-25　札幌

論文
１）Chihiro Miwa, Shinichiro Koyama, Yasutaka 

Watanabe, Hiroyoshi Tsubochi, Shunsuke 
Endo, Mitsuhiro Nokubi, Yoshinori Kawabata. 
Pathological findings and pulmonary dysfunction 
after acute respiratory distress syndrome for 
five years. Inter Med 49: 1599-1604, 2010

２）中野智之、金井義彦、手塚憲志、坪地宏嘉、小山
信一郎、遠藤俊輔。無症候性の後天性左上葉気管
支閉塞症の１手術例　32: 314-318, 2010

著書、総説
１）小山信一郎　呼吸器疾患の病態と診断・治療　気

管支喘息（成人）　医学と薬学　64:131-139、2010
２）三輪千尋、小山信一郎。第５章　29．ピークフロー

メーターと喘息日誌の使い方は？　jmedmook10 い
きなり名医！　その咳と喘鳴、本当に喘息ですか？ 
医事新報社　2010　ｐ171-179

３）小山信一郎：Ⅱ．症状編．４．咳・痰・血痰．60
歳からの健康づくり　監修　植木彰、p44-45,　
2010　財団法人　地方公務員等ライフプラン協会

４）小山信一郎：Ⅲ．疾患編．９．呼吸器疾患．60
歳からの健康づくり　監修　植木彰、p110-115, 
2010 財団法人　地方公務員等ライフプラン協会

５）Yoh Dobashi, Shinichiro Koyama, Yoshihiko 
Kanai, Kenji Tetsuka. Kinase-driven pathways 
of EGFR in lung carcinoma: perspectives on 
targeting therapy. Frontiers in Bioscience 16: 
1714-1732, 2011

学会・地方会・研究会
１）白石　守，渡辺恭孝，三輪千尋，工藤史明，野首

光弘，土橋　洋，遠藤俊輔，小山信一郎。EGFR
遺伝子変異陽性を認めた肺扁平上皮癌４例の検討。
第51回日本呼吸器学会学術講演会　2011/04/22-24

■ 内分泌代謝科	

平成23年１月－３月における内分泌代謝科の研究発
表です。日本内分泌学会臨床内分泌代謝 Update で為
本浩至、浅野智子、日本糖尿病学会関東甲信越地方会
で佐々木正美、山田穂高、日本内分泌学会関東甲信越
支部学術集会で生駒亜希がそれぞれ発表しました。ま
た、浅野智子が厚生労働省難病対策事業間脳下垂体機
能障害調査研究班会議で報告しました。

１）浅野智子、佐々木正美、石川三衛：鞍内占拠部位
により特異な下垂体障害、尿崩症を呈したラトケ
嚢胞の解析　厚生労働省難治性疾患克服研究事業
間脳下垂体機能障害に関する調査研究班平成22年
度班会議　2011年１月７日　東京都

２）山田穂高、浅野智子、佐々木正美、吉田昌史、村
田美保、生駒亜希、豊島秀男、加計正文、石川三
衛、川上正舒：歩行困難を主訴に来院した糖尿病
性ケトアシドーシスの１例　第48回日本糖尿病学
会関東甲信越地方会　2011年１月29日　東京都

３）佐々木正美、山田穂高、大熊志保、浅野智子、青
木厚、村田美保、生駒亜希、豊島秀男、加計正
文、石川三衛、川上正舒：糖尿病教育入院で発見
された高度のリスフラン関節破壊の１例　第48回
日本糖尿病学会関東甲信越地方会　2011年１月29
日　東京都

４）浅野智子、吉田昌史、村田美保、青木厚、佐々木
正美、生駒亜希、斉藤智之、川上正舒、石川三
衛：著しい横紋筋融解症を呈した視床下部性汎下
垂体機能低下症の１例　第20回臨床内分泌代謝
Update（日本内分泌学会主催）　2011年１月28－
29日

５）為本浩至、斉藤智之、村田美保、生駒亜希、豊島
秀男、松浦克彦、野田弘志、小西文雄、川上正
舒、石川三衛：胃潰瘍を伴わず慢性の下痢のみを
呈したガストリノーマの１例　第20回臨床内分泌
代謝 Update （日本内分泌学会主催）　2011年１月
28－29日

６）生駒亜希、浅野智子、青木厚、村田美保、佐々木
正美、豊島秀男、加計正文、川上正舒、石川三
衛：発症後約50年間経過し、80歳で低 Na 血症で
見いだされた下垂体機能低下症の１症例　第11回
日本内分泌学会関東甲信越支部学術集会　2011年
３月４−５日　横浜市

■ 呼吸器科	
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■ 血液科	

2010年４月から2011年３月の間に発表した研究成
果をご紹介いたします。ほとんどが地道な臨床研究
ですが、日常診療に役立つようなエビデンスを少し
ずつ発信できているのではないかと思います。また、
2010年度は Blood 誌（IF=10.56）に１編、Leukemia
誌 （IF=8.30）に２編、Cancer Research 誌（IF=7.54）
に１編と、比較的 IF（impact factor）の高い雑誌に
研究成果を発表することができました。IF は単にそ
の雑誌に掲載された論文の平均的な引用回数を表すだ
けであり、必ずしも研究の重要性の尺度として適切
であるとは限りません。また、もし引用回数を尺度
に用いるのであれば、現在は個々の論文の引用回数
が簡単にわかりますので、雑誌そのものの IF の意義
は薄れているように思います。しかし、研究者の投
稿雑誌の選択あるいは査読者の判定が雑誌の IF を基
準にして行われているという現実がある以上、IF の
高い雑誌に質の高い論文が掲載され、また、IF の高
い雑誌の論文が信頼性の高い研究と判断されてしま
う「傾向」は否定することはできません。そのため、
各雑誌は IF を高めるための努力を惜しまず、例えば
International Journal of Hematology（IJH）の編集会
議でも、会議時間の大半は「いかにして IJH の IF を
高めるか？」に割かれます。しかし、臨床系の論文が
IF の高い雑誌に掲載されるということは非常に難し
いのが現状です。私たちの研究の中でも臨床現場にお
ける重要性と雑誌の IF とは必ずしも相関しません。
ですので、少なくとも臨床系の研究においては、IF
が高い雑誌に掲載されれば無邪気に喜び、そうでなけ
れば「いむぱくとふぁくたぁ？なにそれ？」と嘯いて
いればよいのだと思います。愛すべき論文たちは IF
の低い雑誌の中にもたくさん存在します（特に日本人
患者さんの診療に役立つ研究成果など）。

さて、以下に紹介する21編の英文論文の内、当科が
研究の中心となっているのは14編ですが、内訳は移植
片対宿主病（GVHD）制御関連が５編、感染症関連が
３編、臨床決断分析が２編、薬物相互作用関連が１
編、基礎研究（細胞傷害性Ｔ細胞のレパトア解析）が
１編、自家造血幹細胞移植後のＴ細胞動態解析が１
編、症例報告が１編です。この中から、いくつかの論
文を取り上げて紹介します。

４の論文は慢性骨髄性白血病（CML）の画期的治
療薬であるイマチニブが同種造血幹細胞移植後の慢

東京
２）小山信一郎　第９回自治医科大学シンポジウム　

運動（過換気）と喘息について　2010/09/04、栃
木

３）柴野智毅、手塚憲志、金井義彦、工藤史明、白石
守、三輪千尋、渡辺恭孝、小山信一郎、遠藤俊
輔。縦隔型肺底区動脈（Ａ８＋10）を認めた左上
葉肺癌の１切除例。第134回日本呼吸器内視鏡学
会関東支部会　2010/09/11　東京

４）三輪千尋、高橋基子、白石守、渡辺恭孝、小山
信一郎。EGFR 遺伝子変異陽性・脳転移症例での
EGFR-TKI 投与例。埼玉肺癌分子標的薬治療　
Academia　2010/12/09　さいたま

５）工藤 史明、松本 建志、渡辺恭孝、小山信一郎。
Gefitinib から Erlotinib に変更して症状が改善し
た癌性髄膜炎の一例。第２回埼玉肺癌セミナー。
2011/02/03　さいたま

６）新川尚子、三輪千尋、野村基子、白石守、渡辺恭
孝、小山信一郎。原発が不明であった肺腺癌、気
管支転移の一例。第193回日本呼吸器学会関東地
方会　2011/02/19　東京

７）白石守、渡辺恭孝、野村基子、三輪千尋、小山信
一郎。両側気胸を発症した特発性上葉限局型肺
線維症（網谷病）が疑われた一例。第13回関東
COPD 研究会　2011/02/25　さいたま

研究会、講演会等
１）小山信一郎　日医生涯教育協力講座　埼玉県にお

ける昨年の新型インフルエンザに対する取り組み
について　１．さいたま市における取り組み　
2010/10/16　さいたま

２）小山信一郎。市民公開講座　インフルエンザ流行
に備えて　2010/11/13　さいたま　

３）小山信一郎。平成22年度肺癌検診委員会症例検討
会　2010/11/18　さいたま　

４）小山信一郎。今年度の新型インフルエンザ対策に
ついて　2010/11/19　東松山　

５）小山信一郎。埼玉県支払基金学術講演会　呼吸器
疾患治療の現況　2010/11/20　さいたま

６）小山信一郎。自治医科大学附属さいたま医療セン
ター平成22年度第２回公開講座　インフルエンザ
と肺炎の予防　2010/12/04　さいたま

７）小山信一郎。さいたま市消防局衛生健康講話　イ
ンフルエンザと肺炎の対策　2011/01/18　さいた
ま

８）小山信一郎。Asthma Symposium 2011　さいた
ま　パネリスト

９）小山信一郎。喘息長期管理の秘訣。成人喘息カン

ファレンス。2011/02/24　さいたま
10）小山信一郎。浦和成人喘息カンファレンス。

2011/03/02　さいたま　
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性 GVHD の発症を抑制するかどうかを多施設共同で
後方視的に調査したものです。イマチニブはチロシン
キナーゼである ABL を特異的に阻害することによっ
て CML の腫瘍細胞を抑制しようという薬剤ですが、
実際には他のいくつかのチロシンキナーゼも阻害しま
す。慢性 GVHD の皮膚病変では線維化が亢進してい
ることが知られていますが、その線維化には TGFβ
や PDGFR などが関与しており、イマチニブはこれら
の活性を抑制します。実際、皮膚の慢性 GVHD と類
似した病態である全身性強皮症をイマチニブで治療し
ようという臨床試験も Stanford 大学などで進行中で
す。そこで、CML やフィラデルフィア染色体陽性急
性リンパ性白血病（ALL）に対して同種造血幹細胞
移植を行った後に、再発予防などの目的でイマチニブ
を投与された群と投与されていない群を比較したとこ
ろ、イマチニブ投与群で慢性 GVHD の発症頻度、重
症度が有意に低いことがわかりました。多変量解析に
よって様々な背景因子の影響を補正しても、やはりイ
マチニブの慢性 GVHD 効果は有意でした。今後は前
向き試験でその有効性を確認したいと思います。

13は同じくイマチニブに関連したものです。CML
に対するイマチニブの投与は長期にわたりますが、高
価な薬剤であるため医療費の負担が問題になっていま
した。一方、イマチニブの代謝には CYP3A4が関与
することが知られています。そこで、通常は同時に服
用しないように指導するグレープフルーツジュースを
あえて同時に服用していただくことによってイマチニ
ブの血中濃度を高め、薬剤の必要量を減少させて医療
費を軽減しようという前向き試験です。仮に血中濃度
－時間曲線下面積が２倍になったとしても安全な設定
で行いましたが、グレープフルーツジュースの内服の
有無によってイマチニブの血中濃度に差は認められ
ず、医療費抑制効果は認められませんでした。しかし
この結果は、グレープフルーツが大好きでたまらない
けどイマチニブを内服しているがために涙をのんで我
慢しているという方に吉報となるかもしれません（そ
んな人いるの？？）。

10は造血器疾患患者の感染症発症の重要な危険因子
である好中球減少について、D-index という新たな指
標の有用性を検討したものです。通常、好中球減少の
程度はある値（例えば500/µL）を下回る期間の長さ
で評価します。しかし、実際には、その期間が同じで
あったとしても、好中球減少の「深さ」の違いで感染
症発症のリスクは異なります。そこで、好中球数の時
間的推移をプロットした曲線と、好中球減少症の基準
値である好中球数500/µL の水平ラインとの間の面積
を算出することにより、好中球減少の「深さ」と持続
期間の両者を反映させることができるようにした指標

が D-index および累積 D-index （c-D-index）です。こ
の指標が造血幹細胞移植後の早期の肺感染症の予測
に役立つかどうかを調べたところ、確かに肺感染症
合併群で c-D-index は有意に高く、受信者動作特性曲
線（ROC）解析では c-D-index の閾値を5500とすれば
97.4％の陰性適中率が得られることがわかりました。
ただし、造血幹細胞移植の場合は好中球数の低下、回
復が急峻であり、かつ一様に100/µL 未満の高度な好
中球減少を呈するため、単純な好中球減少期間での評
価と比較して肺感染症の予測能における有意なちがい
は認められませんでした。

14は臨床決断分析という手法を用いた論文です。メ
タアナリシスと同様、データの二次利用を行う解析手
法のひとつで、医療の分野では医療経済の解析などに
しばしば用いられています。臨床決断分析では、まず
決断樹を作成します。治療選択などの分岐点に立たさ
れている場面での決断から枝分かれし、その後にある
確率に沿ってさらに様々な結果へと枝分かれしていき
ます。そして、最終的に得られた結果に対して、その
望ましさに点数をつけます。例えば「副作用なく根治
する」が100、「根治せず死亡」が０であれば、「QOL
の低下した根治」は０と100の中間の値になります。
次に、最終的な結果の点数（期待効用）と、それぞれ
の枝分かれの確率（移行確率）を掛け合わせて合計す
ることによって、どの決断が最も高い期待値が得られ
るかを比較します。途中の移行確率や期待効用の設定
によって選択肢の優劣が大きく変わる可能性があるの
で、これらの値を変動させることによって選択肢の優
劣がどのように変化するかを評価し（感度分析）、そ
の選択が強固なものであるかどうかを判断します。こ
の論文では、ALL の第一寛解期の患者さんに対して、
HLA 型が適合した血縁者がいる場合に、すぐに造血
幹細胞移植を行うべきか、そのまま化学療法で経過を
見て再発した場合に移植を行うべきかの決断を比較し
たものです。成人白血病研究グループ、日本造血細胞
移植学会のデータベースを用いて解析したところ、移
植後に生じるかもしれない QOL の低下を加味しても
第一寛解の移植が勧められるという結論が得られまし
た。

以上は全て臨床研究ですが、研究室における移植免
疫、腫瘍免疫の基礎研究もようやく軌道に乗り、第一
号の論文を発表することができました。８の論文は
難治性の造血器腫瘍である成人Ｔ細胞白血病（ATL）
に関連した研究です。ATL は同種造血幹細胞移植に
よって根治できる可能性が示されていますが、移植後
に ATL の原因ウイルスであるヒトＴ細胞白血病ウイ
ルス１型（HTLV-I）の転写活性化因子 Tax を認識す
るドナー由来の細胞傷害性Ｔ細胞（CTL）が患者体
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内でのウイルス感染細胞の除去に重要な役割を果たし
ていることが明らかとなっています。そこで、HLA-
テトラマー法を用いて Tax 抗原特異的 CTL を検出、
単離し、single-cell RT-PCR によって個々の細胞のＴ
細胞受容体レパトアの解析を行ったところ、移植後の
Tax 特異的 CTL のＴ細胞受容体レパトアの多様性は
著しく制限されており、特徴的なアミノ酸配列が、異
なる患者間で、あるいは同一患者の移植前後で保存さ
れていることが判明しました。この特徴的なアミノ酸
配列を有する CTL は患者の HTLV-I 感染細胞に対し
て強力な細胞傷害活性を示しました。以上のことか
ら、ATL 患者の Tax 特異的 CTL は特徴的なＴ細胞
受容体再構成パターンを有し、HTLV-I 感染細胞に対
して強い免疫応答を示すことが示唆されました。

４月からは新たに２名が大学院に進学する予定で
す。臨床系の大学院として、基礎的な研究も臨床研究
も、近未来の診療に役立つテーマで発展させていきた
いと思います。また、下記の論文のいくつかは他科と
の共同発表です。今後も様々な診療科と共同研究を進
めていきたいと思いますので、引き続きご指導のほど
何卒よろしくお願い申し上げます。なお、フリーウェ
アの統計解析ソフトであるＲおよびＲコマンダーを基
盤として、無料でかつ医療分野で頻用する統計解析を
マウス操作だけで簡単に行うことができるソフトウェ
アを開発し、ホームページ上で公開しています。競合
イベントや時間依存性変数を扱う生存解析、ROC 解
析、メタアナリシス、必要サンプル数や検出力の計算
なども簡単に実施できます。関心のある方は以下の
ページからダウンロードしてください。
http://www.jichi.ac.jp/saitama-sct/
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Medica 28: 7-7.2010

17）仲宗根秀樹、神田善伸　白血病に対する同種骨
髄移植 vs. 同種末梢血幹細胞移植　血液・腫瘍科 
61: 705-713, 2010

18）神田善伸　造血幹細胞移植時の発熱性好中球減少
症の治療　田村和夫編　発熱性好中球減少症の
予防と対策　大阪：医薬ジャーナル社　2010年：
P146-152

19）神田善伸　造血幹細胞移植における臨床検査　臨
床検査 Yearbook 2010 血液検査編　東京：臨床
病理刊行会　2010年 P76-83

20）大島久美、神田善伸　免疫抑制薬　直江知樹、
小澤敬也、中尾眞二編　血液疾患　最新の治療
2011-2013　東京：南江堂　2010年 P76-79

21）神田善伸　侵襲性肺アスペルギルス症の初期治
療とサルベージ治療　河野茂編　ガイドライン
サポートブック　IDSA GL: 真菌症治療の最近
の update　大阪：医薬ジャーナル社　2010年　
P191-197

22）神田善伸　原理と種類について　神田善伸編　～
チーム医療で行なう～　造血幹細胞移植プラク
ティカルガイド　東京：南江堂　2011年　P2-5

23）神田善伸　移植の基本的な流れと安全性　神田善
伸編　～チーム医療で行なう～　造血幹細胞移植
プラクティカルガイド　東京：南江堂　2011年 
P6-9

24）賀古真一　移植前の評価　神田善伸編　～チーム
医療で行なう～　造血幹細胞移植プラクティカル
ガイド　東京：南江堂　2011年 P16-19

25）大島久美　末梢血幹細胞と骨髄の比較と実際の採
取手順　神田善伸編　～チーム医療で行なう～　

造血幹細胞移植プラクティカルガイド　東京：南
江堂　2011年 P50-55

26）大島久美　造血幹細胞の処理、凍結保存、輸注　
神田善伸編　～チーム医療で行なう～　造血幹細
胞移植プラクティカルガイド　東京：南江堂　
2011年　P56-61

27）仲宗根秀樹　移植前処置の選択と毒性の評価　神
田善伸編　～チーム医療で行なう～　造血幹細胞
移植プラクティカルガイド　東京：南江堂　2011
年　P62-67

28）神田善伸　感染症の予防と治療　神田善伸編　～
チーム医療で行なう～　造血幹細胞移植プラク
ティカルガイド　東京：南江堂　2011年　P84-89

29）神田善伸　急性骨髄性白血病　神田善伸編　～
チーム医療で行なう～　造血幹細胞移植プラク
ティカルガイド　東京：南江堂　2011年　P106-
109

30）神田善伸　急性前骨髄球性白血病　神田善伸編　
～チーム医療で行なう～　造血幹細胞移植プラク
ティカルガイド　東京：南江堂　2011年　P110-
113

31）賀古真一　急性リンパ性白血病　神田善伸編　～
チーム医療で行なう～　造血幹細胞移植プラク
ティカルガイド　東京：南江堂　2011年　P114-
117

32）寺迫桐子　骨髄異形成症候群　神田善伸編　～
チーム医療で行なう～　造血幹細胞移植プラク
ティカルガイド　東京：南江堂　2011年　P118-
121

33）木村俊一　慢性骨髄球性白血病　神田善伸編　～
チーム医療で行なう～　造血幹細胞移植プラク
ティカルガイド　東京：南江堂　2011年　P122-
125

34）奥田慎也　多発性骨髄腫　神田善伸編　～チーム
医療で行なう～　造血幹細胞移植プラクティカル
ガイド　東京：南江堂　2011年　P148-151

35）佐藤美樹　再生不良性貧血　神田善伸編　～チー
ム医療で行なう～　造血幹細胞移植プラクティカ
ルガイド　東京：南江堂　2011年　P152-155

36）神田善伸　不妊対策　神田善伸編　～チーム医療
で行なう～　造血幹細胞移植プラクティカルガイ
ド　東京：南江堂　2011年　P206-209

37）神田善伸　入院日数と医療費　神田善伸編　～
チーム医療で行なう～　造血幹細胞移植プラク
ティカルガイド　東京：南江堂　2011年　P230-
233

38）木村俊一、神田善伸　侵襲性アスペルギルス症
の治療は？ 西條長宏監修　EBM 癌化学療法－分
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子標的治療法2011～2012　東京：中外医学社　
2010年　P521-526

39）神田善伸　造血幹細胞移植後の不妊を防ぐ方法
はあるか？ 西條長宏監修　EBM 癌化学療法－分
子標的治療法2011～2012　東京：中外医学社　
2010年　P558-562

40）神田善伸　同種造血幹細胞移植後のウィルス感染
のモニタリングや治療をどうしよう？　押味和夫
監修、木崎昌弘、松村到編　造血器腫瘍診療：こ
れは困った、どうしよう！　東京：中外医学社　
2010年　P324-329

41）神田善伸　36歳男性、AML。同種造血幹細胞移
植後６ヶ月で再発した。さてどうしよう？　押味
和夫監修、木崎昌弘、松村到編　造血器腫瘍診
療：これは困った、どうしよう！　東京：中外医
学社　2010年　P330-334

42）神田善伸 ホジキンリンパ腫 押味和夫編　みんな
に役立つ悪性リンパ腫の基礎と臨床　改訂版　大
阪：医薬ジャーナル社　2011年　P356-364

43）宮脇修一、秋山暢、神田善伸、木村文彦、柵木信
男　白血病治療における若手血液内科医の育成　
Pharma Medica 28: 113-118, 2010

44）神田善伸、de la Camara Rafael、森毅彦、中前
博久、賀古真一、仲宗根秀樹、西本光孝　Risk 
factor and prophylaxis of invasive fungal disease 
on allo-SCT.　深在性真菌症～ SFI Forum ～　6: 
63-71, 2010

45）賀古真一　第一寛解期成人急性リンパ性白血病
に対する HLA 一致血縁ドナーからの同種移植の
妥当性を検討する臨床決断分析　臨床血液　51: 
464-470, 2010

46）仲宗根秀樹，臼杵憲祐　CBF 白血病に対する自
家移植　血液・腫瘍科　60: 249-254, 2010

47）仲宗根秀樹，神田善伸　寛解導入時のdaunorubicin
増量は急性骨髄性白血病の予後の改善につながる
か　内科　106: 155-157, 2010

48）仲宗根秀樹　血液の病気①　形の異常～栄養バラ
ンスが大事　学校保健ニュース高校版　付録冊子
４月号（第1512号）P10-11　2010年

49）仲宗根秀樹　血液の病気②　自己免疫による異常 
学校保健ニュース高校版　付録冊子５月号（第
1515号）P10-11　2010年

50）仲宗根秀樹　血液の病気③　血液腫瘍　学校保
健ニュース高校版　付録冊子６月号（第1518号）
P10-11　2010年

51）仲宗根秀樹　血液の病気④　骨髄（造血幹細胞）
移植　学校保健ニュース高校版　付録冊子７月号

（第1521号）P10-11　2010年

52）仲宗根秀樹　学校保健ニュース中学版　付録冊子
２月号（第1541号）P4-5　2011年

編集、監修など
１）神田善伸　～チーム医療で行なう～　造血幹細胞

移植プラクティカルガイド　南江堂　2011年
２）神田善伸　悪性リンパ腫・多発性骨髄腫診療の

Breakthrough　Pharma Medica　メディカルレ
ビュー社　2010年

学会招待講演など
１）神田善伸　Febrile neutropenia（FN）治療の新

時代へ　～国内外の FN ガイドラインにみる細
菌および真菌に対する新たな治療戦略～　FN 治
療薬の選択　第58回日本化学療法学会総会　イ
ブニングセミナー　長崎　2010年６月３日

２）神田善伸　第３回日本血液学会監修研修医（初
期・後期）のための血液学セミナー　全体ケース
スタディ　移植　大津　2010年７月９日～11日

３）神田善伸　白血病　日本臨床腫瘍学会第16回教
育セミナーＡセッション　横浜　2010年８月22日

４）神田善伸　IDSA ガイドライン Update　～血液
疾患に関連する各種 IDSA ガイドラインを吟味す
る～　第72回日本血液学会総会　コーポレート
セミナー　横浜　2010年９月24日

５）神田善伸　急性リンパ性白血病に対する造血幹細
胞移植　第72回日本血液学会総会　教育講演　
横浜　2010年９月26日

６）大島久美　血液疾患患者における真菌感染症治療 
第59回日本感染症学会東日本地方会学術集会／
第57回日本化学療法学会東日本支部総会　合同
学会　教育セミナー　2010年10月21日　東京

７）神田善伸　白血病　日本臨床腫瘍学会第17回教
育セミナーＡセッション　横浜　2011年３月６日

８）神田善伸　造血幹細胞移植におけるシクロスポリ
ンの使い方　第33回日本造血細胞移植学会総会 
ランチョンセミナー　松山　2011年３月９日

９）神田善伸　移植後感染症の克服に向けて　サイト
メガロウィルス感染症　第33回日本造血細胞移
植学会総会　シンポジウム　松山　2011年３月10
日

学会一般演題
１）Kumi Oshima, Miki Sato, Kiriko Terasako, Shun-

ichi Kimura, Hideki Nakasone, Shinya Okuda, 
Shinichi Kako, Rie Yamazaki, Junji Nishida, 
Yoshinobu Kanda. Clinical course of patients 
with MDS or hypoplastic/secondary for whom 
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allogeneic HSCT was planned as an initial 
therapy. 第72回日本血液学会総会　口演　横浜 
2010年９月25日

２）Shun-ichi Kimura, Hidenori Wada, Kana 
Sakamoto, Ken Sato, Masahiro Ashizawa, 
Miki Sato, Kiriko Terasako, Misato Kikuchi, 
Hideki Nakasone, Shinya Okuda, Shinichi Kako, 
Rie Yamazaki, Kumi Oshima, Junji, Nishida, 
Yoshinobu Kanda. Retrospective evaluation 
of a novel neutropenia index to predict early 
infection in HSCT recipients. 第72回日本血液学
会総会　口演　横浜　2010年９月24日

３）Shin ich i  Kako ,  Satosh i  Mor i ta ,  Hisash i 
Sakamaki, Hiroatsu Iida, Mineo Kurokawa, 
Koichi Miyamura, Heiwa Kanamori, Masamichi 
Hara, Naoki Kobayashi, Yasuo Morishima, 
Keisei Kawa, Taiichi Kyo, Toru Sakura, Itsuro 
Jinnai, Jin Takeuchi, Yasushi Miyazaki, Shuichi 
Miyawaki, Kazunori Ohnishi, Tomoki Naoe, 
Yoshinobu Kanda. Decision analysis of HLA-
matched unrelated stem cell transplantation for 
ALL in first remission. 第72回日本血液学会総会 
口演　横浜　2010年９月25日

４）Miki Sato, Kumi Oshima, Ken Sato, Kiriko 
Terasako, Shun-ichi Kimura, Hideki Nakasone, 
Shinya Okuda, Shinichi Kako, Rie Yamazaki, 
Takakazu Higuchi, Junji Nishida, Yoshinobu 
Kanda. Prediction of infectious events by CRP 
value before undergoing chemotherapy for non-
Hodgkin Lymphoma. 第72回日本血液学会総会　
口演　横浜　2010年９月24日

５）Kiriko Terasako, Kumi Oshima, Ken Sato, 
Miki Sato, Shun-ichi Kimura, Hideki Nakasone, 
Shinya Okuda, Shinichi Kako, Rie Yamazaki, 
Takakazu Higuchi, Junji Nishida, Yoshinobu 
Kanda. Ovarian function after hematopoietic cell 
transplantation: The effect of ovarian irradiation 
dose. 第72回日本血液学会総会　口演　横浜　
2010年９月24日

６）Hideki Nakasone, Yukie Tanaka, Rie Yamazaki, 
Miki Sato, Kiriko Terasako, Shun-ichi Kimura, 
Shinya Okuda, Shinichi Kako, Kumi Oshima, 
Aki Tanihara, Junji Nishida, Yoshinobu Kanda. 
Single-cell RT-PCR of TCR-β repertoire of 
CMV-specific CTLs in donor-patient pairs 
undergoing HSCT. 第72回日本血液学会総会　口
演　横浜　2010年９月25日

７）Shin ich i  Kako ,  Satosh i  Mor i ta ,  Hisash i 

Sakamaki, Hiroatsu Iida, Mineo Kurokawa, 
K o i c h i  M i y a m u r a ,  H e i w a  K a n a m o r i , 
Masamichi Hara, Naoki Kobayashi, Yasuo 
Morishima, Keisei Kawa, Taiichi Kyo, Toru 
Sakura, Itsuro Jinnai, Jin Takeuchi, Yasushi 
Miyazaki, Shuichi Miyawaki, Kazunori Ohnishi, 
Tomoki Naoe, Yoshinobu Kanda. A Decision 
Analysis of Unrelated Hematopoietic Stem 
Cell Transplantation for Adult Patients with 
Philadelphia Chromosome-negative Acute 
Lymphoblastic Leukemia in First Remission 
Who Lack an HLA-matched Sibling. 52th 
Annual Meeting of American Society of 
Hematology Poster presentation December 5th, 
2010, Orland

８）Kumi Oshima, Yoshinobu Kanda, Yasuhito 
Nanya, Masatsugu Tanaka, Chiaki Nakaseko, 
Shingo Yano, Shin Fujisawa, Hiroyuki Fujita, 
Satoshi Takahashi, Heiwa Kanamori, Shinichiro  
Okamoto　 Allogeneic Hematopoietic Stem 
Cell Transplantation for Patients with Mildly 
impaired Renal Function. 2011 BMT Tandem 
Meetings  Poster presentat ion Honolu lu 
Feburuary 2011

９）Hideki Nakasone, Phan Nguyen Thanh Binh, 
Rie Yamazaki, Yukie Tanaka, Kana Sakamoto, 
Masahiro Ashizawa, Miki Sato, Kiriko Terasako, 
Shun-ichi Kimura, Misato Kikuchi, Shinichi Kako, 
Shinya Okuda, Kumi Oshima, Aki Tanihara, Junji 
Nishida, Yasunori Abe and Yoshinobu Kanda. 
Association between serum high-molecular-
weight adiponectin level and the severity of 
chronic graft-versus-host disease in allogeneic 
stem cell transplantation recipients 2011 BMT 
Tandem Meetings Poster presentation Honolulu 
Hawaii Feburuary 2011

10）菊地美里、大島久美、和田英則、坂本佳奈、蘆澤
正弘、佐藤美樹、寺迫桐子、木村俊一、仲宗根秀
樹、奥田慎也、賀古真一、山崎理絵、西田淳二、
神田善伸　HLA 不適合血縁者間造血幹細胞移植
における移植前リンパ球クロスマッチの意義　第
33回日本造血細胞移植学会総会　ポスター　愛
媛 2011年３月10日

11）蘆澤正弘、大島久美、和田英則、坂本佳奈、佐藤
美樹、寺迫桐子、木村俊一、菊地美里、仲宗根秀
樹、奥田慎也、賀古真一、山崎理絵、西田淳二、
神田善伸　同種造血幹細胞移植後早期の高ビリ
ルビン血症例の予後解析：ALP/T-Bil 比の重要
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性の提唱　第33回日本造血細胞移植学会総会　
ワークショップ　松山　2011年３月９日

12）坂本佳奈、仲宗根秀樹、和田英則、蘆澤正弘、佐
藤美樹、寺迫桐子、菊地美里、木村俊一、奥田慎
也、賀古真一、山崎理絵、大島久美、西田淳二、
神田善伸　サイトメガロウイルス（CMV）抗原
血症に基づく陽性細胞数20個を閾値とした抗ウィ
ルス先制治療の妥当性の検討　第33回日本造血
細胞移植学会総会　ポスター　愛媛　2011年３月
９日

13）木村俊一、和田英則、坂本佳奈、蘆澤正弘、佐藤
美樹、寺迫桐子、菊地美里、仲宗根秀樹、奥田慎
也、賀古真一、山崎理絵、大島久美、西田淳二、
神田善伸　L-Index: 造血幹細胞移植後のリンパ球
減少の程度と持続期間の両者を同時に評価する新
しい指標の提案　第33回造血細胞移植学会総会 
ワークショップ　愛媛　2011年３月９日

14）大島久美、神田善伸、南谷泰仁、田中正嗣、中世
古知昭、矢野真吾、藤澤信、藤田浩之、高橋聡、
金森平和、岡本真一郎　軽度腎障害のある患者に
対する同種造血幹細胞移植についての後方視的検
討　第33回日本造血細胞移植学会総会　ワーク
ショップ　松山　2011年３月10日

15）賀古真一、森田智視、坂巻　壽、飯田浩充、黒川
峰夫、宮村耕一、金森平和、原　雅道、小林直
樹、森島泰雄、河　敬世、許　泰一、佐倉　徹、
陣内逸郎、竹内　仁、宮崎泰司、宮脇修一、大西
一功、直江知樹、神田善伸　フィラデルフィア染
色体陰性成人急性リンパ性白血病に対する HLA
一致非血縁ドナーからの第一寛解期における同種
造血幹細胞移植の妥当性を検討する臨床決断分
析　第33回日本造血細胞移植学会総会　ワーク
ショップ　松山　2011年３月９日

16）仲宗根秀樹、山崎理絵、田中ゆきえ、坂本佳奈、
蘆澤正弘、佐藤美樹、寺迫桐子、木村俊一、菊地
美里、奥田慎也、賀古真一、大島久美、西田淳
二、神田善伸　血清高分子量アディポネクチン濃
度と慢性移植片対宿主病の重症度との関連　第
33回日本造血細胞移植学会総会　ワークショッ
プ　松山　2011年３月９日

■ 病理部	

【論文】
１）加倉井真樹，米田耕造，飯田絵理，平塚裕一郎，

山田朋子，西田淳二，山田茂樹，窪田泰夫，出光
俊郎．Sweet 病様紅斑を呈した組織球性壊死性リ
ンパ節炎：皮膚科の臨床 , 2010，52：849-853.

２）宗雪年孝，菅原斉，山田茂樹．冠動脈周囲膿瘍部
に急性冠動脈閉塞を来たし死亡した糖尿病性腎不
全の１剖検症例：診断病理，2010，27：240-243.

３）吉田佳織，小佐野仁志，河瑠珠，山田茂樹，草
間幹夫．膿胸関連リンパ腫の進展が疑われた下
顎悪性リンパ腫の１例：日本口腔外科学会雑誌，
2010，56：528-532.

４）Inoue, R., T. Kanazawa, M. Morita, Y. Iino, S. 
Yamada, and T. Ishida, Inverted papilloma of the 
middle ear: Otol Neurotol, 2011, 32：e7-8.

５）Yamamoto, H. ,  M. Sekimoto, M. Oya, N. 
Yamamoto, F. Konishi, J. Sasaki, S. Yamada, 
K. Taniyama, H. Tominaga, M. Tsujimoto, H. 
Akamatsu, A. Yanagisawa, C. Sakakura, Y. 
Kato, and N. Matsuura, OSNA-Based Novel 
Molecular Testing for Lymph Node Metastases 
in Colorectal Cancer Patients: Results from a 
Multicenter Clinical Performance Study in Japan: 
Ann Surg Oncol. 2011 Feb 3.

６）Nakano T, Endo S, Tsubochi H, Nokubi M, 
Watanabe Y, Koyama S. Thymic clear cell 
carcinoma：Gen Thorac Cardiovascular Surg 
2010; 58: 98-100.

７）Tan KY, Kawakami YJ, Mizokami K, Sasaki J, 
Tsujinaka S, Maeda T, Nobuki M, Konishi F. 
Distribution of the first metastatic lymph node 
in colon cancer and its clinical significance：
Colorectal Disease 2010; 12: 44-47.

８）Kanazawa T, Nokubi M, Takizawa K, Matsuzawa S, 
Sinnabe A, Mineta H, Iino Y. KIT and PDGFRα 
gene expression in laryngeal small cell carcinoma：
J laryngol Otol 2010; 124: 1340-1343.

９）Miwa C, Koyama S, Watanabe Y, Tsubochi H, 
Endo S, Nokubi M, Kawabata Y. Pathological 
findings and pulmonary dysfunction after ARDS 
for 5 years：Inter Med 2010; 49: 1599-1604.

【学会・研究会】
１）和田英則，野田弘志，徳光愛日，遠山伸幸，野首

光弘，小西文雄．多彩な画像所見を呈したキャッ
スルマン病（腫瘤）の１例．第816回外科集談会，
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総合医学２

■ 外科	

学会
１）前田孝文、鈴木浩一、冨樫一智、野首光弘、小西

文雄：Sessile serrated adenoma の臨床病理学的
および分子生物学的特徴と前癌病変としての意義 
第74回大腸癌研究会　2011.1.21　（福岡）　口演　

（プログラム・抄録集ｐ38）
２）桑原悠一、河村 裕、佐々木純一、辻仲眞康、溝

上 賢、小西文雄：当院における大腸非上皮性腫
瘍　第74回大腸癌研究会　2011.1.21　（福岡）　示
説　（プログラム・抄録集ｐ101）

３）佐々木智子、山本玲子、大島美津子、深野利恵
子、辻仲眞康、小西文雄：ストーマ外来における
術前オリエンテーション導入効果と今後の課題　
第35回埼玉ストーマリハビリテーション研究会　
2011.1.29　（さいたま）　口演　（プログラム・抄
録集ｐ4）

４）大島美津子、佐々木智子、深野利恵子、辻仲眞
康、小西文雄：ダウン症患者のストーマ管理と社
会参加の課題　第35回埼玉ストーマリハビリテー
ション研究会　2011.1.29　（さいたま）　口演　

（プログラム・抄録集ｐ7）
５）小西文雄：外科、肝・胆膵臓系、脳神経外科　第

48回埼玉県医学会総会　2011.2.20　（さいたま）　
座長　（プログラム・抄録集ｐ3）

６）高柳奈津子、蓬原一茂、櫻木雅子、関根 理、野
首光弘、土橋　洋、山田茂樹、小西文雄：転移
巣におけるホルモン感受性・HER2status に変
化のあった１症例　第48回埼玉県医学会総会　
2011.2.20　（さいたま）　口演　（プログラム・抄
録集ｐ18-19）

７）蓬原一茂、田部井敏夫、小嶋誠人、竹内秀樹、吉
田　崇、武井寛幸、中野聡子、井上賢一、甲斐
敏弘、三宅　洋、黒田　徹、有澤文夫、斉藤 毅、
黒住昌史、秦　怜志：閉経後乳癌術後内分泌療法
と骨密度変化の関連と検討 -SBCCSG06（SAFE） 
trial より－　第48回埼玉県医学会総会　2011.2.20

（さいたま）　口演　（プログラム・抄録集ｐ29-
30）

８）伊藤みのり、野田弘志、柿澤奈緒、神山英範、小
西文雄：胆嚢原発腺内分泌細胞癌の1例　第313回
日本消化器病学会関東支部例会　2011.2.26　（東
京）　口演　（プログラムｐ11）

９）辻仲眞康、深野利恵子、大島美津子、小西文雄：
ストーマ増設に伴う大腸癌患者の術後在院日数

東京，2010年３月13日（日本臨床外科学会雑誌
2010; 71, p2207-8）．

２）野首光弘，菅原　斉．Multicentric Castleman's 
Disease （MCD）の再考．第７回県内科医会・総
合内科専門医会合同カンファレンス，さいたま，
2010年７月24日．

３）武藤雄太，金井義彦，手塚憲志，工藤史明，白石
守，三輪千尋，渡辺恭孝，野首光弘，小山信一
郎，遠藤俊輔．石灰化を伴った大腸癌肺転移の１
手術例．第158回日本肺癌学会関東部会，東京，
2010年６月13日（肺癌2010; 50, p389）．

４）真木充，関根理，蓬原一茂，櫻木雅子，小西文
雄，野首光弘，土橋洋，山田茂樹．乳腺原発紡錐
細胞癌の１例（日本臨床外科学会雑誌2010; 71増
刊 , p777）．

５）野首光弘，山田茂樹：若年発症 DM 例初回腎生
検の間質変化．第56回埼玉病理医の会，越谷，
2010年11月12日．

６）野首光弘：Serrated polyposis 術前 EMR の２病
変．第57回埼玉病理医の会，さいたま，2011年２
月18日．

７）野首光弘，土橋洋，山田茂樹．（世話人）第55
回埼玉病理医の会，2010年６月25日（診断病理
2010; 27（3）, s8）．
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の短縮に向けた当科の取り組み　第28回日本ス
トーマ・排泄リハビリテーション学会総会　
2011.2.4-5　（福岡）　口演　（プログラム・抄録集
ｐ83）

10）深野利恵子、大島美津子、辻仲眞康、小西文
雄：術前にストーマ装具交換練習を取り入れた
実践的オリエンテーションの効果　第28回日本
ストーマ・排泄リハビリテーション学会総会　
2011.2.4-5　（福岡）　口演　（プログラム・抄録集
ｐ143）

11）高田　理、清崎浩一、吉田卓義、齊藤正昭、千葉
文博、周東千緒、小西文雄：緩和的外科治療『切
除不能胃癌に対する化学療法の取り組み』第83回
日本胃癌学会総会　2011.3.3-5　（青森）　パネル
ディスカッション　（プログラム・抄録集ｐ130）

12）周東千緒、清崎浩一、齊藤正昭、千葉文博、高田 
理、吉田卓義、小西文雄：高齢者の待機的胃癌
手術131症例の検討　第83回日本胃癌学会総会　
2011.3.3-5　（青森）　ワークショップ　（プログラ
ム・抄録集ｐ157）

13）清崎浩一、周東千緒、齊藤正昭、千葉文博、高田 
理、吉田卓義、小西文雄：噴門部 GIST に対する
生物学的特性を考慮した腹腔鏡下全層胃局所切
除術　第83回日本胃癌学会総会　2011.3.3-5　（青
森）　口演　（プログラム・抄録集ｐ181）

14）吉田卓義、清崎浩一、千葉文博、齊藤正昭、高
田 理、小西文雄：経口摂取不能進行胃癌に対す
る S-1投与の検討　第83回日本胃癌学会総会　
2011.3.3-5　（青森）　口演　（プログラム・抄録集
ｐ188）

15）齊藤正昭、清崎浩一、周東千緒、千葉文博、高田 
理、吉田卓義、小西文雄：非治癒因子を有する高
度進行胃癌に対する Induction Chemotherapy の
有効性　第83回日本胃癌学会総会　2011.3.3-5　

（青森）　口演　（プログラム・抄録集ｐ194）
16）千葉文博、清崎浩一、周東千緒、齊藤正昭、高

田 理、吉田卓義、小西文雄：食道胃接合部腺癌
の手術症例の検討　第83回日本胃癌学会総会　
2011.3.3-5　（青森）　口演　（プログラム・抄録集
ｐ240）

17）鈴木康冶郎、蓬原一茂、関根 理、櫻木雅子、小
西文雄：TS-1が奏功した乳癌骨転移の１例　第
24回関越 DIF 研究会　211.2.19　（東京）　口演

18）Konishi F：Sessile serrated adenoma of the clon-
genetic changes, malignant potential and clinical 
management-Our own data．International 
Colorectal Disease Symposium 2011.2.24-26 

（Hong Kong）　口演

■ 呼吸器外科	

（論文）
１）Kanai Y, Endo S, Tetsuka K, Nokubi M. Pleural 

Solitary Fibrous Tumor with Bullae：Is it a 
MicroinvasiveTumor? GenThoracSurg（in 
press） 

２）金井義彦、手塚憲志、坪地宏嘉、遠藤俊輔　原発
性自然気胸に対するポリグリコール酸シートテン
ト法　胸部外科　64 （4） （in press）

講演
１）遠山信幸：看護師の行う医行為拡大について　埼

玉県医師会勤務医部会パネルディスカッション　
2011.1.27（さいたま）パネルディスカッション

２）遠山信幸：外科・手術における医療安全　国立
保健医療科学院・医療安全管理者専門課程　
2011.2.17（和光）講義

３）遠山信幸：医療安全におけるチーム医療の役割　
関東中央病院・医療安全講演会　2011.2.17（東京）
講演

原著論文
１）野田弘志、加藤高晴、神山英範、遠山信幸、青木 

厚、石川三衛、土橋　洋、小西文雄：原因不明
の水様下痢で５年間経過した後確定診断と治療
に至ったガストリノーマの１例　ENDOCRINE 
SURGERY 27（4）282-285  2010

２）Noda H, Suminaga Y, kato T, Kamiyama H, 
Konishi F：Laparoscopic adrenalectomy by 
general surgeons familiar with laparoscopic 
surgical skills；Experiences of a single center 
Asian Journal of Endoscopic Surgery　4（1）
16-19　2011

３）良永康雄、清崎浩一、岡田晋一郎、小西文雄、山
田 茂 樹：Granulocyte-colony-stimulating factor-
producing gastric metastasis from largecell yype 
lung cancer Clin J Gastroenterol　4　10-14

著書
１）小西文雄、木村泰三、森 俊幸、松田公志：日本

内視鏡外科学会技術認定制度の現状；消化器・一
般外科領域　消化器外科　へるす出版　2011.1.10
出版　34（1）pp87-91

２）周東千緒、遠山信幸：胆嚢管低位合流異常　肝・
胆道系症候群Ⅲ　日本臨床社　2011.2.20出版　
pp150-152
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■原著論文
１）Okamura H, Yamaguchi A, Kimura N, Adachi K, 

and Adachi H. Partial resection of intravenous 
leiomyomatosis with cardiac extension. Gen. 
Thorac. Cardiovasc. Surg. 2011;59:38-41.

２）Okamura H, Yamaguchi A, Adachi K, and 
Adachi H. Mitral valve replacement in a case of 
dextrocardia with situs solitus. J. Heart Valve 
Dis. 2010;19:795-7.

■学会発表
１）森田英幹、山口敦司、武部　学、白石　学、岡村 

誉、長野博司、伊藤　智、内藤和寛、由利康一、
安達秀雄．Off pump CABG における胸骨保護に
よる縦隔炎予防　第25回心臓血管外科学会ウィン
ターセミナー　2011.1.26－28　鷲ヶ岳高原ホテル 
岐阜

２）山口敦司、由利康一、内藤和寛、森田英幹、伊
藤　智、岡村　誉、堀　大治郎、武部　学、板
垣　翔、佐藤哲也、吉崎隆道、安達秀雄．薬剤溶
出性ステント時代の冠動脈バイパス術　日本心臓
血管外科学会雑誌　Vol.40 Supplement S4-2 p144 
February 2011　第41回日本心臓血管外科学会学
術総会　2011.2.23-25　東京ベイ舞浜ホテル　

３）由利康一、根本一成、森田英幹、堀　大治郎、内
藤和寛、伊藤　智、山口敦司、安達秀雄．狭小
アクセスを有する Conduit 症例の検討　日本心
臓血管外科学会雑誌　Vol.40 Supplement PP-059 
p388 February 2011　第41回日本心臓血管外科学
会学術総会　2011.2.23-25　東京ベイ舞浜ホテル

４）伊藤　智、木村直行、坂倉建一、田中正史、内藤
和寛、野口権一郎、由利康一、山口敦司、安達秀
雄．遠隔期成績からみた急性大動脈解離の治療戦
略：下行大動脈以下の残存解離症例の検討　日本
心臓血管外科学会雑誌　Vol.40 Supplement OP-
26-6 p318 February 2011　第41回日本心臓血管
外科学会学術総会　2011.2.23-25　東京ベイ舞浜
ホテル

５）荒川　衛、岡村　誉、内藤和寛、由利康一、山口
敦司、安達秀雄．再手術症例で大動脈基部再建術
を行った13症例の検討　日本心臓血管外科学会雑
誌　Vol.40 Supplement OP-30-4 p327 February 
2011　第41回日本心臓血管外科学会学術総会　
2011.2.23-25　東京ベイ舞浜ホテル

６）Satoshi Itoh, Naoyuki Kimura, Susumu Nakae, 
Robert C. Axtell, Jeffrey B. Velotta, Xi Wang, 
Yoichiro Iwakura, Lawrence Steinman, Robert C. 
Robbins, Michael P. Fischbein. 

　　IL-17 accelerates al lograft reject ion by 
suppressing regulatory T cell expansion. 

　　AHA Scientific Sessions 2010. Nov 13-17, 2010. 
Chicago, IL. USA.

７）Naoyuki Kimura, Satoshi Itoh, Jeffrey B. Vellota, 
Owen P. Palmer, Hisanori Kosuge, Ernst 
Jan Bos, Maarten Lijkwan, Hardy Kornfeld, 
Nakae Susumu, Robert C. Robbins, Michael P. 
Fischbein. 

　　Anti-apoptotic role of IL-16 associated with 
attenuation of acute and chronic cardiac 
rejection.

　　ISHLT 30th anniversary annual meeting and 
scientific sessions, 2010. Apr 21-24, 2010. Chicago, 
IL. USA.

８）Naoyuki Kimura, Masashi Tanaka, Koji Kawahito, 
Satoshi Ito ,  Kenichiro Noguchi ,  Atsushi 

■ 心臓血管外科	

（著書、その他）
１）手塚憲志　遠藤俊輔、山本真一　病態に基づいた

膿胸の外科治療　呼吸（in press）
２）遠藤俊輔　１枚のシェーマ　胸部外科　Vol.64 

No.4（in press）

（学会発表）
１）手塚憲志、金井義彦、遠藤俊輔：胸腔鏡下切除術

後３年目に再発した Solitary fibrous tumor の１
例　第155回日本胸部外科学会関東甲信越地方会 
３月５日　横浜

２）真木　充　金井義彦　手塚憲志　三輪千尋　渡辺
恭孝　土橋　洋　小山信一郎　遠藤俊輔：間質性
肺炎非合併肺癌に対する左肺上葉切除術後対側に
発症した急性間質性肺炎の一例　第160回日本肺
癌学会 関東支部会　３月12日　東京

３）中野智之　柴野智毅　峯岸健太郎　真木充　金井
義彦　手塚憲志　遠藤俊輔　石川成美　蘇原泰
則：白血病治療中に発症した縦隔アスペルギロー
マに対する胸腔鏡補助下傍胸骨切開摘出術の１例 
第136回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会　３月
19日　東京

（講演座長）
１）遠藤俊輔：胸腔鏡手術のピットフォール　埼玉県

呼吸器外科教育セミナー　３月２日（川越）
２）遠藤俊輔：埼玉県呼吸器外科教育ラボ　３月６日

（富士宮）
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■ 整形外科	

原著
１）遠藤実、茂呂貞美、税田和夫、星野雄一：強直脊

椎に合併した脊椎骨折後に対麻痺を来した３例．
整形外科61、427-430、2010

総説
１）税田和夫：腰痛の治療～装具療法～．からだの科

学266、97-100、2010
２）税田和夫：化膿性脊椎炎．今日の整形外科治療指

針第６版　国分正一、岩谷力、落合直之、佛淵孝
夫編、536-538、2010

３）税田和夫：脊柱短縮術と看護．整形外科看護2010
秋季増刊、106-111、2010

４）税田和夫：脊柱管狭窄症－腰部に慢性に生じる
腰部脊柱管狭窄症．診断と治療98、1829-1834、
2010

学会発表
１）税田和夫、井上泰一、遠藤照顕、秋山達、遠藤

実、上田祐輔、久光愛、神田翔太郎、菅野真彦：
腰椎変性側弯症の術後成績．第59回東日本整形災
害外科学会．盛岡、2010/09/17

２）遠藤照顕、税田和夫、秋山達、遠藤実、久光
愛、神田翔太郎：人工膝関節置換術の深部静
脈血栓予防における術中ヘパリン投与と術後
fondaparinux 投与の併用療法の効果．第59回東
日本整形災害外科学会．盛岡、2010/09/17

３）菅野真彦、税田和夫、遠藤照顕、飯島裕生、上田
祐輔：骨粗鬆症による脊椎後弯が原因の肋骨骨折
と、それに続発した骨髄炎の１例．第59回東日本
整形災害外科学会．盛岡、2010/09/17

４）税田和夫、秋山達、遠藤照顕、遠藤実、久光愛、
上田祐輔、神田翔太郎、井上泰一：腰椎変性側弯
症における立位Ｘ線はどれほど重要か．第18回日
本腰痛学会、2010/10/30、札幌

５）久光愛、税田和夫、秋山達、遠藤照顕、遠藤実、
飯島裕生、神田翔太郎：抗血小板薬の内服が大腿
骨頚部骨折患者に及ぼす影響についての検討．第
16回埼玉県骨粗鬆症研究会、2010/11/13、さいた
ま

その他
１）税田和夫：教育研修講演：骨粗鬆症性脊椎骨折－

診断のピットフォールから手術まで－．南多摩ブ
ロック整形外科研修会．八王子、2010/07/10

Yamaguchi, Hideo Adachi. 
　　Early and long-term surgical outcomes of acute 

type A aortic dissection in patients younger 
than 45 years old. 

　　Aortic Symposium 2010. Apr 29-30, 2010. New 
York, NY, USA.

■総論
１）安達秀雄：書評「抗血栓療法のノウハウとピット

フォール」井上　博　矢板正弘　矢冨　裕　編集 
南江堂　胸部外科　Vol.64 No.3 p2011-3 2011

２）内藤和寛、安達秀雄：急性Ａ型大動脈解離に対す
る外科治療「外科治療」　Vol.104 No.1 p85-90　
永井書店　2011年１月

３）山口敦司：老化の生物学　第３章老年病各論　15
外科　３．循環器疾患の外科治療　In 新老年病
学３　東京大学出版会、東京、2010、1375-1383

■講演・その他
１）安達秀雄：心臓血管外科領域における輸血につい

て―2009年埼玉県における血液使用状況、管理体
制等に関するアンケート調査報告―　第２回埼玉
輸血フォーラム：安全で適正な輸血のために　
2011.2.19　さいたま赤十字病院

２）安達晃一：第一回　救急勉強会　心臓血管外科の
治療と救急疾患　三浦半島地区メディカルコント
ロール協議会　2010.5.25

３）安達晃一：教育講演　心臓血管外科領域の手術
と救急疾患　第一回　横須賀市救急症例検討会 
2010.5.27

４）田中正史：重症肺血栓塞栓症の外科治療　東葛肺
高血圧研究会　2010年１月26日　三井ガーデンホ
テル柏

＜2010年業績につきましては、昨年の「研究だより」
に未掲載のものです。＞
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■ 耳鼻咽喉科	

＜原著論文＞	
１）松澤真吾、長谷川雅世、原　真理子、児玉　梢、

新鍋晶浩、金沢弘美、金澤丈治、飯野ゆき子、太
田 康：発症後長時間を経て診断に至った外傷性
髄液耳漏の１例．耳鼻咽喉科・頭頸部外科82 （11）
793-97, 2010.（医学書院）	

２）金沢弘美、長谷川雅世、原　真理子、松澤真
吾、児玉　梢、新鍋晶浩、金澤丈治、飯野ゆき
子：急速な喉頭浮腫をきたした悪性リンパ腫の
Ⅱ症例．耳鼻咽喉科・頭頸部外科82（12）889-92, 
2010.（医学書院）	

３）新鍋晶浩、児玉　梢、金沢弘美、金澤丈治、飯野
ゆき子：中耳ガス拡散能が一因と考えられた術後
外耳道狭窄の１例. Otol Jpn20 （2）：91-95, 2010.	

４）Iino, Y., Tomioka-Matsutani, S., Matsubara, A., 
Nakagawa, T., Nonaka, M.: Diagnostic criteria 
of eosinophilic otitis media, anewly recognized 
middle ear disease. Auris Nasus Larynx. 2011 
Jan 18.	

５）Shinnabe, A., Hara, M., Matsuzawa,S., Hasegawa, 
M., Kodama, K., Kanazawa, H., Yoshida, N., 
Iino, Y.: A case of multiple abnormalities 
wi th  eustach ian tube obstruct ion by a 
protruded internal carotid artery. Int J Pediatr 
Otorhinolaryngol. 2011 Mar, 75 （3） : 441-3. 

■ 整形外科	

①学会発表
１）秋山　達：無茎腓骨移植による骨盤輪再建を行っ

た片側骨盤切除術10例の検討　第83回日本整形外
科学会学術総会（平成22年５月27日～30日）東京
国際フォーラム　東京

２）秋山　達：類上皮肉腫、悪性神経鞘腫、原発不明
がんの転移の鑑別に難渋している仙骨悪性腫瘍の
一例　第43回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術
集（平成22年７月15日～16日）京王プラザホテル 
新宿

３）秋山　達：抗 RANKL 合成ペプチド RANK-Fc
による骨肉腫肺転移抑制機構の解析　第43回日本
整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集（平成22年７月
15日～16日）京王プラザホテル　新宿

４）Akiyama, Ｔ：THE EFFECTS OF RANK-FC 
AGAINST OSTEOSARCOMA IS PROVIDED 
BY AN UNPARALLELED MECHANISM OF 
NOT ONLY INHIBITING OSTEOCLAST 
ACTIV IT IES  BUT ALSO  REDUCING 
TUMORIGENESIS DIRECTLY the CTOS 16th 
Annual Meeting, November 11-13, 2010

　
②その他
１）秋山　達：当院における骨軟部腫瘍治療戦略の実

際　第２回関節疾患連携の会　2010年10月26日　
さいたま市

③学会研究などの内容、その他
Peer reviewed paper：
１）Clark J, Akiyama T, et al; RECK in osteosarcoma: 

a novel role in tumor vasculature and inhibition 
of tumorigenesis in an orthotopic model. Cancer 
2011 Feb 1 Epub

２）Miki Y, Akiyama T , et al; The significance 
of size change of soft tissue sarcoma during 
preoperative radiotherapy. Eur J SurgOncol. 2010 
Jul; 36 （7） : 678-83.

３）Akiyama T, et al; The non-vascularised fibular 
graft: a simple and successful method of 
pelvic ring reconstruction following internal 
hemipelvectomy. J Bone Joint Surg Br. 2010 Jul; 
92 （7） : 999-1005.

４）Clark J, Akiyama T ,  et al ; New clinically 
relevant, orthotopic mouse models of human 
chondrosarcoma with spontaneous metastasis.
Cancer Cell Int. 2010 Jun 28;10:20.

５）Akiyama T, et al; RANK-Fc inhibits malignancy 
via inhibiting ERK activation and evoking 
c a s p a s e - 3 -med i a t e d  a n o i k i s  i n  human 
osteosarcoma cells. Clinical & Experimental 
Metastasis. 2010 Apr;27 （4） : 207-15.

６）Akiyama T, et al; Systemic RANK-Fc protein 
therapy i s  e f f i cac ious  aga ins t  pr imary 
osteosarcoma growth in a murine model via 
activity against osteoclasts. J Pharm Pharmacol. 
2010 Apr;62 （4） : 470-6. 

Review paper
１）Akiyama T et al : Bim: guardian of tissue 

homeostasis and critical regulator of the immune 
system, tumorigenesis and bone biology. Arch. 
Immunol. Ther. Exp. 2011 in press

２）Broadhead  ML ,  A k i y a m a  T  e t  a l :  The 
pathophysiological role of PEDF in bone 
diseases. CurrMol Med. 2010 Apr;10 （3） : 296-301.
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113: 719-20, 2010.	
３）鈴鹿有子、飯野ゆき子、川城信子、工藤典代：

「第110回日本耳鼻咽喉科学会臨床セミナー」女性
医師が働きやすい環境（2）－女性医師の日本に
おける実態－．日耳鼻113: 721-26, 2010.	

４）工藤典代、飯野ゆき子、鈴鹿有子、川城信子、中
島　格、高橋　姿、福田　諭：「第110回日本耳鼻
咽喉科学会臨床セミナー」女性医師が働きやすい
環境（3）－日本耳鼻咽喉科学会女性会員に対す
るアンケート－．日耳鼻113: 727-37, 2010.

５）飯野ゆき子、湯村和子、川城信子：「第110回日本
耳鼻咽喉科学会臨床セミナー」女性医師が働きや
すい環境（4）－自治医科大学における女性医師
支援の取り組み－．日耳鼻113: 738-41, 2010.

＜その他＞
１）飯野ゆき子：巻頭言．Otol Jpn20（5）, 2010.
２）飯野ゆき子：小児の副鼻腔炎と滲出性中耳炎に対

するマクロライド療法．MEDICANENT NEWS 
第2037号．2010年12月25日．

３）飯野ゆき子：耳鼻咽喉科領域におけるマクロライ
ド療法を再検証する．日経 CME（日経メディカ
ル同封別冊）2011年１月．

４）吉田尚弘、飯野ゆき子：特集：好酸球性炎症疾患
「好酸球性中耳炎と好酸球性副鼻腔炎」Allergy 
From the Nose to the Lung. Vol.9 No.1. 2011.

＜学会発表＞
１）飯野ゆき子：ランチョンセミナー ―耳鼻咽喉科

領域におけるマクロライド療法を再検証する . 第
20回日本耳科学会総会・学術講演会．Otol Jpn20

（4）：（抄録集 p65）, 2010.	
２）原　真理子、児玉　梢、新鍋晶浩、金沢弘美、金

澤丈治、飯野ゆき子：当科における、硬化性病変
を伴った真珠腫性中耳炎症例の検討．第20回日
本耳科学会総会・学術講演会．Otol Jpn20（4）：
441, 2010	

３）新鍋晶浩、児玉　梢、金沢弘美、金澤丈治、飯野
ゆき子：術後上鼓室含気化が術後アブミ骨周囲含
気化および聴力成績に及ぼす影響．第20回日本耳
科学会総会・学術講演会．Otol Jpn20 （4）：592, 
2010.	

４）児玉　梢、新鍋晶浩、金沢弘美、金澤丈治、飯野
ゆき子：耳疾患のある小児症例の側頭骨 CT にお
ける副鼻腔陰影の検討．第20回日本耳科学会総
会・学術講演会．Otol Jpn20 （4）：646, 2010.

５）吉田尚弘、原　真理子、松澤真吾、児玉　梢、新
鍋晶浩、金沢弘美、飯野ゆき子：小児眼窩吹き抜
け骨折症例．第21回日本頭頸部外科学会総会な
らびに学術講演会、宇都宮、2011年１月27-28日．

（予稿集 p91,2011）	
６）松澤真吾、長谷川雅世、原　真理子、児玉　梢、

新鍋晶浩、金沢弘美、吉田尚弘、飯野ゆき子：頸
部リンパ節腫大により咽喉頭の血管性浮腫が生じ
緊急気管切開術を施行した３例．第21回日本頭
頸部外科学会総会ならびに学術講演会、宇都宮、
2011年１月27-28日．（予稿集 p151,2011）

７）新鍋晶浩、原　真理子、松澤真吾、長谷川雅世、
児玉　梢、金沢弘美、吉田尚弘、飯野ゆき子：患
者の協力が得られず診療に苦慮した巨大中耳真珠
種の一男児例．第21回日本頭頸部外科学会総会な
らびに学術講演会、宇都宮、2011年１月27-28日．

（予稿集 p164,2011）

＜学会出席＞	
１）飯野ゆき子、吉田尚弘：第29回日本耳鼻咽喉科免

疫アレルギー学会、大分、2011年２月10-12日．

＜著書・総説＞	
１）星野志織、飯野ゆき子：患者からみたインフォー

ムド・コンセントの実際　急性中耳炎 . JOHNS26
（12）, 1905-08, 2010.	

２）川城信子、飯野ゆき子、工藤典代、鈴鹿有子：
「第110回日本耳鼻咽喉科学会臨床セミナー」女
性医師が働きやすい環境（1）－序言－．日耳鼻
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■ 皮膚科	

学会発表
１）中村考伸，吉田龍一，飯田絵理，加倉井真樹，

梅本尚可，山田朋子，出光俊郎，寺井千尋，野
首 光 弘：Palisaded neutrophilic granulomatous 
dermatitis の１例．第74回日本皮膚科学会東京支
部学術大会，東京，２月11日，2011．（program 
p.232）

２）吉田龍一，山田朋子，佐々木薫，石川勝也，中村
考伸，飯田絵理，平塚裕一郎，加倉井真樹，出光
俊郎：外耳道に発生した基底細胞癌の２例と文献
的考察．第74回日本皮膚科学会東京支部学術大
会，東京，２月11日，2011．（program p.253）

３）山田朋子，梅本尚可，中村考伸，飯田絵理，吉田
龍一，正木真澄，平塚裕一郎，出光俊郎，中山祐
介：サウナ生活者にみられた尋常性膿瘡の１例． 
第74回日本皮膚科学会東京支部学術大会，東京，
２月11日，2011．（program p.263）

４）飯田絵理，吉田龍一，中村考伸，山田朋子，出光
俊郎，若旅功二：急性リンパ性白血病で全身放射
線歴のある患児の基底細胞母斑症候群．第74回日
本皮膚科学会東京支部学術大会，東京，２月11
日，2011．（program p.279）

５）山田朋子，中村考伸，中村美智子，飯田絵理，吉
田龍一，梅本尚可，正木真澄，平塚裕一郎，加倉
井真樹：円形脱毛症に対するステロイドパルス療
法：自治医大さいたま医療センター施行令の検
討．第29回日本臨床皮膚外科学会総会，名護市，
２月25-26日，2011年．

■ 産婦人科	

学会発表
１）根津幸穂、浅尾有紀、林　由梨、満下淳地、小田

切幸平、藤原寛行、今野　良．月経困難症と血中
脂肪酸分画．2011年１月22-23日、エンドメトリ
オーシス学会、東京．

２）芝田　恵、根津幸穂、平嶋洋斗、大井朝子、林　
由梨、浅尾有紀、根津幸穂、坂田麻理子、林　由
梨、満下淳地、今野　良．当科の卵巣がん治療
の現状．第16回さいたま新都心産婦人科懇話会、
2011年２月17日、さいたま．

３）大井朝子、根津幸穂、浅尾有紀、林　由梨、平嶋
洋斗、満下淳地、芝田　恵、坂田麻理子、今野　
良．腹腔鏡下子宮全摘出術の術式別手術成績．第
12回埼玉県産婦人科内視鏡研究会、2011年２月26
日、さいたま．

６）梅本尚可，飯田絵理，中村考伸，吉田龍一，石川
勝也，正木真澄，加倉井真樹，平塚裕一郎，山田
朋子，出光俊郎，成田多恵，新井浩之，塩之谷
香：自治医大さいたま医療センター皮膚科におけ
る過彎曲杖（巻爪）のユニークな治療法．第29回
日本臨床皮膚外科学会総会，名護市，２月25-26
日，2011年．

７）吉田龍一，山田朋子，石川勝也，中村考伸，飯田
絵理，正木真澄，平塚裕一郎，加倉井真樹，梅本
尚可，出光俊郎：前鋸筋下に発生した筋層間脂肪
腫の１例．第29回日本臨床皮膚外科学会総会，名
護市，２月25-26日，2011年．　

８）吉田龍一，山田朋子，石川勝也，中村考伸，飯田
絵理，正木真澄，平塚裕一郎，加倉井真樹，梅本
尚可，出光俊郎，佐々木　薫：外耳道基底細胞癌
の２症例．第29回日本臨床皮膚外科学会総会，名
護市，２月25-26日，2011年．

９）成田多恵，中村美智子，吉田龍一，飯田絵理，梅
本尚可，山田朋子，加倉井真樹，出光俊郎：認知
症，パーキンソン病合併の92歳，II 度18％熱傷の
手術例．第29回日本臨床皮膚外科学会総会，名護
市，２月25-26日，2011年．

10）加倉井真樹，出光俊郎，梅本尚可，安澤数史，望
月　隆：茨城県西部中学校柔道およびサッカー部
員にみられた Trichophyton tonsurans による白
癬の４例．第75回日本皮膚科学会茨城地方会，つ
くば市，３月６日，2011．

11）山田朋子，飯田絵理，中村考伸，吉田龍一，出光
俊郎：難治性乾癬に対するインフィリキシマブの
効果—５例のまとめと問題点．乾癬治療地域連携
講演会，さいたま市，１月17日，2011年

12）吉田龍一，出光俊郎，清澤智晴：陳旧性顔面神経
麻痺による口角下垂に対する骨膜弁を用いた静的
再建術．第48回埼玉県医学会総会，さいたま市，
２月20日，2011年
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編 集 後 記  編 集 後 記  編 集 後 記
今回の発行にあたりましては、とてもお忙しい中、

阿古先生をはじめ多くの方々から原稿の提供があり、
ご協力をしていただきましてありがとうございまし
た。

　
さて、春といえば、美しい花のシーズンですが、同

時に花粉症の季節でもあります。代表的なスギ花粉症
が初めて報告されたのは、近くに有名な杉並木がある
栃木県日光地方だと言われています。またこのスギ花
粉症は２月から５月頃に発生し、風邪による急性鼻炎
と区別がつきにくい傾向があります。今では、全国
ネットのテレビで花粉情報を流すくらいですから、そ
れだけ関心が高いといえるのではないでしょうか。鼻
水がとまらない、目が痒い、体がだるくなったりしま
すから、日々の生活に悪影響を及ぼしかねません。

花粉症予防は、帰宅後の洗顔、うがい、外出時のマ
スクの着用が基本ですが、最も大事なのは十分な睡眠
をとって疲労やストレスをためないようにすること、
かぜをひかないように自分なりに工夫することだそう
です。新年度が始まり、新しい職場環境で慣れない仕
事をすることも多いこの季節こそ、特に注意したいも
のです。

（Ａ）
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